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第１ 仕様書の趣旨 

養老公園（以下「本公園」といいます。）の管理運営業務の範囲及び管理の基準の詳細な内容及び具体的

な方針、その他管理運営に付帯する業務に必要な仕様を示すものです。 

本仕様を満たすかぎりにおいて、自由に事業計画の作成・提案を行うことができますが、その際には関

係法令等の規定などの諸条件を満たすものとします。 

 

第２ 管理運営に関する基本方針 

 本公園は、以下の基本方針に沿って、施設の管理運営を行うこととします。 

（１）本公園を広く県民の健全な利用に供するとともに、維持管理費の節減に努めながら公園の適正な 

管理運営を期すること。 

（２）本公園は、豊かな自然や歴史とふれあうことができる名瀑「養老の滝」を中心とした養老山麓の自

然と歴史、芸術を体感できる養老天命反転地、またテニスコートなどのスポーツ施設及び児童を対象

に自然の中でのびのび遊ぶことができる岐阜県こどもの国などを備えた都市公園であり、その特色を

生かし、安全安心で楽しく県民に愛される公園を目指した管理運営を行うこと。 

 

第３ 指定管理者が行う管理の基準 

１ 基本的事項 

指定管理者は、以下の事項に留意のうえ、業務の実施にあたってください。 

（１）本公園が公の施設であることを認識のうえ、利用者及び利用予定者の公平な利用を確保し、特定の

者に有利又は不利となる対応をしてはなりません。 

（２）本公園の基本方針に沿った運営を行うこととし、県と連携して施設の効用を最大限に発揮して利用

者サービスの向上を図ってください。 

（３）利用者の安全・快適な利用確保のため、関係法令等を遵守して適切な施設管理に努めてください。 

（４）効率的な管理運営に心がけ、経費の節減に努めてください。 

（５）従業員の雇用にあたっては、必要な社会保険等の手続きを行うなど、関係法令等を遵守するととも

に、雇用・労働条件への適切な配慮を図ってください。 

 

２ 利用時間及び休業日  

  岐阜県都市公園条例（昭和３７年岐阜県条例第４１号。以下「条例」といいます。）第９条の５に規定

する次の時間及び日とします。 

（１）利用時間 

本公園の利用時間は、終日とする。ただし、公園内の有料公園施設及び駐車場は、午前９時から午

後５時までとする。 

（２）休業日 

本公園は、無休とする。ただし、有料公園施設及び駐車場（養老の滝入口駐車場を除く）は、月曜

日（当該月曜日が、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休

日」といいます。）である場合には、その翌日以降の最初の休日でない日）及び１２月２９日から翌年

の１月３日までを休業日とする。また、養老の滝入口駐車場は、１２月２９日から翌年の１月３日ま

でを休業日とする。 
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（３）利用時間の変更等 

指定管理者は、必要があると認めるときは、あらかじめ県の承認を得て、利用時間を変更し、又は

臨時に休業し、若しくは休業日に業務を行うことができます。 

 

３ 利用の禁止又は制限 

指定管理者は、条例第６条の規定により、本公園の損壊その他の理由によりその利用が危険であると

認められるとき、又は本公園に関する工事若しくは公園施設の保守管理のためやむを得ないと認められ

るときは、区域を定めて、本公園の利用を禁止し、又は制限することができます。 

また、指定管理者は、条例第９条の５の規定により、本公園の管理に当たって必要があると認める場

合には、あらかじめ県の承認を得て、本公園の利用を制限することができます。 

 

４ 利用料金 

施設の利用に係る料金（以下「利用料金」といいます。）は、条例第９条の９の規定により、指定管理

者の収入となります。 

利用料金は、条例及び岐阜県都市公園条例施行規則（昭和３７年岐阜県規則第１３５号。以下「施行

規則」といいます。）に定める額の範囲内で、指定管理者があらかじめ県に申請し、その承認を得て決定

します。当該利用料金の額及び納付方法の詳細については、指定管理者が利用料金規程を整備し、これ

を遵守して利用料金の収受を行ってください。また、利用料金を変更する場合は、その都度、県と協議

を行い、承認を受ける必要があります。なお、以下の利用料金は、令和３年４月１日における条例及び

施行規則で定める単価（消費税及び地方消費税を含む。）になります。 

① パークゴルフ場          １人１回につき１，８８０円 

② パターゴルフ場          １人１回につき  ５２０円 

③ 心のテーマパーク養老天命反転地    １人につき  ９５０円 

④ テニスコート            ２時間につき  ６３０円 

⑤ ゴルフ用具 クラブセット          １式  ３４０円 

        シューズ            １足  ２２０円 

        カート             １台  １１０円 

        傘               １本  １１０円 

⑥ コインロッカー               １回  １００円 

 

５ 法令等の遵守 

（１）関係法令等 

指定管理者は、業務の遂行に当たり、次の関係法令等を遵守してください。 

ア 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）、その他

行政関係法令 

イ 都市公園法（昭和３１年法律第７９号）、条例（昭和３７年岐阜県条例４１号）、施行規則（昭和

３７年岐阜県規則第１３５号）、その他県で定める要綱、要領等 

ウ 岐阜県公契約条例（平成２７年岐阜県条例第２１号） 

エ 労働基準法（昭和２２年法律第４９号）、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）、最低賃金

法（昭和３４年法律第１３７号）、その他労働関係法令 
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オ 消防法（昭和２３年法律第１８６号）、水道法（昭和３２年法律第１７７号）、電気事業法（昭和

３９年法律第１７０号）、エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和５４年法律第４９号）、建

築基準法（昭和２５年法律第２０１号）、大気汚染防止法（昭和４３年法律第９７号）、建築物にお

ける衛生的環境の確保に関する法律（昭和４５年法律第２０号）、浄化槽法（昭和５８年法律第４

３号）、下水道法（昭和３３年法律第７９号）、その他施設（設備を含みます。）の維持管理又は保

守点検に関する法令 

カ 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律

第１３７号）、遺失物法（平成１８年法律第７３号）、農薬取締法（昭和２３年法律第８２号）、動

物の愛護及び管理に関する法律（昭和４８年法律第１０５号）、特定外来生物による生態系等に係

る被害の防止に関する法律（平成１６年法律第７８号）、家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１

６６号）、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）など業務の実施に伴い関連す

る法令 

キ 県営公園管理マニュアル（令和２年）、岐阜県指定管理者制度運用ガイドライン（令和３年４月）、

その他本公園の管理運営業務に関連するすべての法律、命令、条例、規則及び県が定める規程 

（２）個人情報保護 

岐阜県個人情報保護条例（平成１０年岐阜県条例第２１号）第１１条の２第２項の規定により、本

公園の管理に係る業務において取り扱う個人情報の保護のために指定管理者が講ずべき必要な措置と

して、個人情報保護規程を整備し、当該個人情報の適正な収集及び管理を行ってください。 

（３）守秘義務 

指定管理者が行う本公園の管理に係る業務に従事している者又は従事していた者は、当該業務に関

して知ることのできた個人情報及び当該業務の処理上知り得た秘密をみだりに他人に知らせ、又は不

当な目的に使用しないよう必要な措置を行ってください。 

（４）情報公開 

岐阜県情報公開条例（平成１２年岐阜県条例第５６号）第２５条の２第１項の規定により、同条例

の趣旨にのっとり、指定管理者が保有する本公園の管理に係る情報の公開に関し当該指定管理者が講

ずるよう努めるものとされる必要な措置として、情報公開規程及び申出等の窓口設置など情報公開体

制を整備し、当該情報の適正な公開を行ってください。 

（５）文書の管理・保存 

指定管理者が本公園の管理に係る業務において作成し、又は取得した文書（図画、写真、フィルム

及び電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で

作られた記録をいいます。）を含みます。）については、岐阜県公文書規程（昭和４４年岐阜県訓令甲

第１号）に準じて文書管理規程を整備し、適正な管理及び保存を行ってください。 

また、指定期間の終了時には、県の指示に従って、当該文書を県に引き渡してください。 

 

６ 地域連携 

業務の実施に当たり次の視点での地域連携に努めてください。 

（１）地域連携推進員の配置 

    地域連携業務責任者を置いてください。これには次の業務を円滑に遂行できる者が当たることと

し、地元自治体、各種団体やボランティアなどと連携し、地域住民活動の充実を図ってください。 

ア 地域住民、企業、市町村、ＮＰＯ、ボランティアとの連絡調整、協働 
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    本公園のコンセプトに合致した内容等で様々なコンテンツを実施する団体を募り、誘致すると

ともに、円滑な活動の実施に向けて各団体の調整や助言を行ってください。また、状況に応じて、

参加団体間での活動の連携についてもコーディネートを行ってください。 

   イ コンベンションやイベントの誘致 

     地元自治体などと協力し、地場産業の紹介を行うコンベンション、地元に特徴的なイベント等

の誘致・実施を通して、県や地元市町村等の情報発信、地元と本公園との連携を進めてください。 

   ウ 地元関係団体等との連携 

養老町及び養老町観光協会と特に春・秋の行楽シーズン前に行事の打合せなど十分な連携を図

るとともに、養老町及び養老町観光協会等が公園内で行うイベントには、積極的に協力、協調し、

本公園の活性化に努めてください。 

各種ボランティア団体等の関係団体と協調を図り管理運営を行ってください。 

こどもの国は、児童の健全な遊びをとおして、健康を増進し創造性と豊かな情操を養うところ

であり、この趣旨に沿って、養老町、養老町教育委員会と協調を図り管理運営に努めてください。 

滝谷エリア（養老の滝から松風橋までの付近一帯）の商店街及び旅館と積極的に連携、協調し、

本公園の活性化に努めてください。 

（２）県産品の優先的な使用 

   本公園の管理運営に当たり物品等の調達を行う場合には、必要に応じて地元関係団体と連携するな

どして、県産品の優先的な使用に努めてください。 

（３）県内企業の優先的な活用 

   本公園の管理運営に関わる取引に当たっては、県内企業あるいは事業者を優先して活用するように

努めてください。 

（４）障がい者、高齢者及び地域住民の積極的な雇用 

   本公園の管理運営に当たり従業員を雇用する場合には、次の視点に留意してください。 

ア 障がい者、高齢者の積極的な雇用 

 従業員の雇用に当たっては、障がい者や高齢者にとって無理のない業務を精査したうえで、積極

的に障がい者や高齢者を雇用するように努めてください。 

イ 地域住民の積極的な雇用 

    従業員の雇用に当たっては、地域住民を雇用するように努めてください。 

 

７ 環境への配慮 

（１）温室効果ガス排出抑制及びその他環境配慮の取組について 

ア 業務実施に当たっては、岐阜県温室効果ガス排出抑制率先実行計画に準じ、温室効果ガスの排出

抑制に努めてください。 

イ 施設のエネルギー使用量について、岐阜県庁環境マネジメントシステムに従い、算定及び報告を

行ってください。 

ウ その他、環境の美化等も含めて、環境保全に積極的に配慮した業務運営を行ってください。 

（２）再生可能エネルギー電力の調達 

ア 施設に供給する電力量のうち、再生可能エネルギー由来の電力の割合を、令和７年度までに３０

％以上、令和１２年度までに１００％としてください。 

再生可能エネルギーについては募集要項別添「RE100 TECHNIACL CRITERIA について」の要
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件を満たすものとし、電気事業者から供給を受ける場合は環境価値の移転を受けてください。 

イ 供給する電力量に占める再生可能エネルギー電気の比率について確認できる資料を、エネルギー

使用量の報告時に県へ提出してください。 

 

８ 近隣地域への対応等 

地元自治体、各種団体、地域住民、公共機関等からの依頼等への対応に当たっては、地域社会の一員

であることを認識して誠意をもって対応し、また、周辺施設と協調を図り、地域振興に資する活動等に

ついても積極的に取り組んでください。 

また、本公園の一部は、鳥獣保護区、保安林、風致地区に指定されていることから、鳥獣の保護や自

然環境等を損なうことのないよう十分配慮して設備管理を行ってください。 

 

９ 障がいのある利用者等への配慮 

障がいのある利用者に対して、障がい者差別につながる行動や発言は厳に慎むとともに、正当な理由

なく、障がいを理由として、サービスや各種機会の提供を拒否または制限する、あるいは、障がいのな

い人に対しては付さない条件を付けるなど、不当な差別的取扱いをしてはいけません。 

また、個々の場面で、障がいのある人から現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思表明があっ

た場合、その実施に伴う負担が過重でないときは、必要かつ合理的な配慮を行う必要があります。 

これらのことは、平成２５年に制定された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（略称

は障害者差別解消法）」において、行政機関の法的義務として定められており、行政機関からの業務受託

者として指定管理者においても法令遵守が必要です。詳しくは県ホームページで公表している「障がい

のある方への配慮マニュアル」を確認してください。 

その他、施設を身体障がい者が利用する場合において、身体障害者補助犬法に基づき、身体障害者補

助犬を同伴することを拒んではなりません。 

  なお、当然のことながら、障がいのある方のみならず、利用者の安全・快適な利用確保に配慮した運

営に努めてください。 

 

第４ 指定管理者が行う業務内容 

１ 業務の範囲 

指定管理者は、次に掲げる業務を実施してください。 

（１）本公園を管理すること。 

（２）本公園の利用者への便宜の供与に関すること。 

（３）本公園の利用の促進に関すること。 

（４）本公園の利用を禁止し、又は制限すること。 

（５）（１）から（４）までに掲げるもののほか、本仕様書に定めること。 

 

２ 管理運営体制の確保 

（１）総括責任者等の配置 

本公園の管理運営業務を適切に実施するため、業務全体を総合的に把握し調整する総括責任者及び

業務の区分ごとに総合的に把握し調整する業務責任者を定め、業務の開始前に県へ報告してください。

この場合、統括責任者と業務責任者の兼務は可とします。統括責任者及び業務責任者を変更した場合
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は速やかに県へ報告してください。 

（２）要員の配置 

ア 本仕様書に掲げる業務に支障のないように要員を配置し、管理運営にあたってください。また、

業務に従事する者は、その内容に応じ、必要な知識、技能及び経験を有する者とするとともに、法

令等による資格を必要とする場合には、各有資格者を選任してください。 

  イ 管理事務所長（総括責任者と兼務可）を１名配置してください。 

（３）許認可等の取得 

ア 本公園の管理運営業務を実施するために必要な官公署の免許、許可、認可等を受けてください。

なお、個々の業務について再委託を行う場合には、当該再委託先が当該業務に必要な免許、許可、

認可等を受けていることが必要となります。 

イ 従業員又は再委託先の従業員のうちから本公園の管理運営業務に必要な資格を有する者をあらか

じめ配置してください。 

（４）従業員研修の実施及びマニュアルの作成 

 業務に従事する者は、自身が常に利用者サービスの向上に関心を持つとともに、県民ニーズ等の把

握に努め、県民からの問い合わせ等に正確かつ適切に応えることが求められます。 

そのため、本公園の管理運営を行う人的体制を整備するに当たっては、従業員一人一人の資質・能

力を向上させるための研修を実施するとともに、従業員の育成及び運営に必要な事項を定めたマニュ

アルを作成し、実行してください。 

 

第５ 業務内容の細目及び県が求める業務水準 

１ 施設の管理に関する業務 

（１）施設の管理に関する基本的な考え方 

ア 関係法令等を遵守して業務を実施してください。 

イ 指定期間中に関係法令等の改正があった場合は、改正後の規定に基づき業務を実施してください。 

ウ 指定管理者は、本公園が公の施設であることを念頭に置いて、公平な運営を行ってください。 

  エ 指定管理者が管理する区域は、養老公園管理施設（各施設位置図）に示す指定管理区域とします。 

オ 業務には専門的な知識、技能、資格を有する者をあて、個別業務毎に定める仕様と同程度以上の

管理水準を維持して、安全・快適かつ効果的・効率的な施設管理を実施してください。 

カ 長期的な視野を持って適切に施設を維持管理するよう努めることとし、予防保全に万全を期する

とともに、施設及び設備等の経年劣化による危険、障害を未然に防止し、施設全体の環境を良好に

保つよう努めてください。 

キ 施設等管理費の低減を図るため、新たな管理手法等について積極的に取り組んでください。 

ク 業務実施場所は整理整頓、清掃を行うとともに、関係者以外立ち入り禁止の措置や計器・機器の

監視等により安全衛生管理及び災害、公害、盗難その他事故等の防止に努めてください。 

ケ ゴミ等の放置、落書き、その他いたずらがないよう管理に十分注意してください。 

コ 保守点検や定期清掃における作業時間やその方法については、利用者に迷惑がかからないよう配

慮するとともに、必要に応じて書面通知、事前協議を行ってください。 

サ 業務に従事する者の服装は業務にふさわしいものとし、業務履行中は名札をつけるあるいは身分

証明証を携行するなどしてその身分を明示するようにしてください。また、安全確保のため必要に

応じて保護具を着用してください。 
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  シ 業務に用いる測定器・工具等は指定管理者が準備し、使用してください。ただし、業務対象設備

の付属品として設置されているものは使用できます。また、測定機等の規格に指定があるものは、

指定された規格品を使用してください。 

ス 業務履行により設備や建物等に汚損若しくは損傷を与える恐れがあるときは、適切な方法で養生

するとともに、汚損若しくは損傷を与えた場合には速やかに現状に復してください。 

セ 設備等の不具合や故障又はその発生の恐れがあることを発見した場合は、その原因を究明し速や

かに応急措置や修繕など適切な対処を行ってください。 

ソ 定期点検や保守管理業務を行った後は、速やかにその結果等を記録し保存してください。 

タ 更新期限切れや劣化等が確認された消耗品や部品等の更新、交換及び補充等については確実に実

施することとし、この場合に用いる消耗品等は原則新品としてください。 

  チ 重大あるいは大規模な修繕が必要となった場合あるいは施設利用者や業務従事者の安全に影響を

与える事故が発生した場合等は県に報告し、その指示に従うようにしてください。 

ツ 本公園の管理運営方針を遵守し、質の高いサービスを提供するとともに、安定した管理運営 

を行ってください。 

テ 毎日、本公園の利用者数を把握し、県に報告してください。 

ト 県が実施又は要請する事業への参加・協力・実施を積極的かつ主体的に行うこと。 

（２）施設・設備等管理業務 

   施設設備管理業務責任者を置くこととし、これには専門的な知識・技能を有する者を当ててくださ

い。業務の対象は、建築物、電気設備、機械設備、建築物付属備品及び工作物（遊具含む。）等とする。

管理施設は別表１に示すとおりです。 

関係法令等を遵守し、無事故、安全、低公害、高効率運転に努めるとともに省エネルギー化を図り、

施設を常に良好な環境に維持してください。 

施設管理の業務実施方法については、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通仕様

書」（財団法人建築保全センター発行）を基本に実施してください。また、県が定める「県営公園管理

マニュアル」に定めのあるものは、当該マニュアルの定めに従ってください。 

実施内容及び実施回数等は、別表２を基本とし、本公園の利用者が安全かつ快適に利用できるよう

留意し、指定管理者の判断で行ってください。また、作業を行う場合は、本公園の利用者への影響を

最小限に抑えるように配慮してください。 

  ア 共通事項 

（ア）施設管理について、年間の管理計画を作成してください。 

（イ）施設の状態を常に把握し、維持管理に努めてください。 

（ウ）維持管理コストを抑えるため、新たな施設管理手法の導入等を積極的に取り入れてください。 

（エ）業務の一部を外部へ委託する場合は、県内業者を優先してください。 

  イ 業務内容 

（ア）一般管理業務 

・建築物等の性能又は機能の維持に必要な点検を行ってください。建築基準法等関係法令で定め

られた点検を行ってください。 

・点検簿を作成し、点検履歴等を記録し、保管してください。 

    ・電力、ガス、水道水等の消費記録の整理及び分析を行い、法令等に定められた期間中保管して

ください。 
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    ・官公署の検査、定期の点検整備及び工事の打合せ並びに立会い等を行ってください。 

    ・運転及び点検により発見した故障、不具合箇所、要修理個所については速やかに県へ報告し、

使用停止又は応急措置を行うとともに、修繕に係る意見具申をしてください。 

（イ）運転・監視・記録業務（電気設備、機械設備） 

・運転前後の点検を行い、常に運転状況を監視するとともに、異常の場合は速やかに必要な措置

を行ってください。 

・設備の保全を図るため必要な巡視、点検、測定及び機器の整備を行い、記録を行ってください。 

  （ウ）消耗品、備品等の交換及び更新 

     本公園の維持管理に必要な下記の物品等について定期的、継続的に購入し、適時更新、交換及

び補充してください。 

   ・蛍光灯等照明器具類 

   ・各種補修部品 

   ・水処理剤 

   ・空調用フィルター 

   ・その他、維持管理に必要な物品 

（３）清掃業務 

良好な衛生環境、美観の保持に心がけ、別表３の実施内容及び実施回数等を基本とし、公の施設と

して清潔で快適な空間を保つために必要な清掃業務を実施してください。 

  ア 業務内容 

（ア）日常清掃 

【屋外清掃】 

     ・園内のゴミ拾い及び掃き掃除を行ってください。 

・ベンチ・テーブル・手すり等の拭き掃除を行ってください。 

【建築物全般の清掃】 

     ・建築物等の性能又は機能の維持に必要な日常清掃を行ってください。 

    【トイレ清掃】 

・園内トイレの便器、洗面台・灰皿等の洗浄、汚物類の収集・処理、床面の掃き掃除・拭き掃

除、壁面・鏡の雑巾がけ、トイレットペーパー・液体洗剤等の補充などを行ってください。 

    【ゴミ搬送等】 

     ・園内のゴミの収集・分別、ゴミ箱の清掃及びゴミの搬送などは、関係法令に従って適正に行っ

てください。 

    【廃棄物処理】 

・ゴミは、紙類、プラスチック類、缶類（スチール・アルミ）、空き瓶などに分別し、廃棄物保

管場所を定め、そこに搬入してください。 

・廃棄物保管場所は常に清掃を行い、悪臭及び害虫の発生を予防してください。 

・廃棄物の園外への搬出及び処理は、関係法令を遵守し、適正に処理してください。 

（イ）定期清掃 

   日常清掃では実施困難な場所の清掃等を確実に行うため、定期清掃を実施してください。 

（ウ）臨時清掃 

   日常清掃及び定期清掃のほかに必要に応じて臨時清掃を実施し、施設の環境衛生、美観の維持
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に努めてください。 

イ 業務の具体的実施方法等 

  ・別表３に基づいて実施してください。 

（４）環境衛生管理業務 

本公園の管理運営に当たっては、環境保全・環境保護の意識をもって取り組んでください。また、

廃棄物の発生抑制、再使用・再利用に取り組み、廃棄物の減量に努めてください。 

（５）保安警備業務 

本公園における防犯、防火及び防災に万全を期し、財産の保全に努め、利用者等が安全に利用でき

る環境を保持してください。 

大規模イベント実施等の場合には、主催者と十分協議のうえ警備員の増員を図るなど、円滑な運営

に努めてください。 

ア 業務内容 

  ・警備員室業務 

  ・巡回業務 

  ・緊急事態の処理（台風等異常気象、火災、地震、施設き損等） 

  ・防犯異常警報通報等業務 

  ・火災異常警報通報等業務 

  イ 業務の具体的実施方法等 

・開園時間内においては、指定管理者は園内を適宜巡回し、不審者・不審車両の進入防止、火の

元・消火器の点検・確認、避難動線の点検・確保、不審物の発見・処置等を行ってください。 

・閉園時間における防犯・防火のための装置を設置するなど、盗難や火災等への警戒・防止に努

めてください。 

    ・混雑時においては、駐車場整理員及び園内誘導員を配置し、混雑の緩和と安全確保に努めてく

ださい。また、公園周辺で交通渋滞が発生するおそれがある場合は、地元警察署と連絡調整し、

渋滞緩和に努めてください。 

・時間帯（夜間を含む）及び日照や天候に応じて、誘導灯、照明灯等を設置するなど事故防止に

努めてください。 

・その他防犯に努めてください。 

（６）緑地管理業務 

本公園の緑地帯（樹木、花壇、芝生等）を適正に管理し、美観を保持してください。 

ア 業務内容 

（ア）樹木の剪定・軽微な樹林地管理業務 

（イ）施肥業務 

（ウ）芝刈り業務 

（エ）病害虫防除業務 

（オ）灌水業務 

（カ）その他植物管理に関する業務 

  イ 業務の具体的実施方法等 

植物管理業務責任者を置くこととし、これには専門的な知識・技能を有する者を当ててください。

業務の対象は、樹木、芝生、花壇、草地及び樹林等とします。なお、地域連携業務責任者と連携を図
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り、地域住民やボランティア等が参加できる植物管理に努めてください。 

病害虫防除、施肥の実施、樹木の剪定、芝刈り及び除草等は、最も適切な時期や方法を選択し実施

してください。 

植物管理の実施方法については、国土交通省都市・地域整備局公園緑地課監修「造園施工管理技術

編」（社団法人日本公園緑地協会発行）第７編造園管理を基本として実施してください。また、県が定

める「県営公園管理マニュアル」に定めのあるものは、当該マニュアルの定めに従ってください。 

実施回数及び実施時期等は、別表４を基本とし、本公園の利用者が安全かつ快適に利用できるよう

留意し、指定管理者の判断で行ってください。 

（ア） 植物管理について、年間の管理計画を作成してください。 

（イ） 植物を健全に育成するため、状態を常に把握し、管理に努めてください。 

（ウ） 維持管理費のコストを抑えるため、新たな植物管理手法等を積極的に取り入れてください。 

（エ） 園内の貴重な植物については、保全・保護に努めてください。 

（オ） 剪定、伐採等による発生材については、リサイクルに努めてください。 

（カ） 農薬使用については、関係法令及び「岐阜県農薬安全使用に係る指針」を遵守してください。 

  （キ） 病害虫等の防除については、「県有施設における病害虫等防除に関する基本方針について」に

基づき対応してください。 

（ク） 都市緑化推進運動実施期間には、来園者に対し、都市緑化の普及啓発に努めてください。 

（ケ） 滝谷沿いを中心とする桜、モミジの景観維持に努めてください。 

（７）駐車場・駐輪場管理業務 

本公園の利用者等の駐車場を適正に管理し、事故発生の防止等に努めてください。 

ア 駐車場の範囲 

（ア）来場者等駐車場（１０箇所、１２０４台分） 

（イ）駐輪場（１箇所、約１０台分） 

イ 業務内容 

（ア）施錠管理業務 

（イ）利用に関する受付業務 

（ウ）清掃・美観維持等業務 

（エ）大規模イベント開催時などにおける混雑時対応 

（８）設備等保守点検等業務 

施設内の設備等について、関係法令等に基づき保守点検等を行ってください。 

なお、保守点検の結果、交換が必要と認められる部品（消耗部品を含む）の交換についても確実に

実施してください。 
 

ア 自家用電気工作物保守点検業務（電気事業法第４３条他） 

イ 弱電設備保守点検業務 

ウ 消防用設備等点検業務（消防法第１７条の３の３） 

エ 防犯設備保守点検業務 

オ 電話設備保守点検業務 

カ 通信設備保守点検業務 

キ 自家発電設備保守点検業務 
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ク 空調設備保守点検業務 

ケ 空調自動制御機器保守点検業務 

コ ボイラー保守点検業務 

サ 自動ドア保守点検業務 

シ 駐車場管理システム保守点検業務 

ス 音響・放送設備保守点検業務 

セ ポンプ類保守点検業務（上水・井戸水・下水） 

ソ 遊具、噴水、水路等管理 

（９）特定建築物定期点検業務（建築基準法第１２条） 

本公園の建築物の敷地、構造等について、建築基準法第１２条に基づく定期点検を行い、県に報告

してください。 

ア 点検の対象部位 

・建築物：敷地及び構造 

・昇降機以外の建築設備：給排水設備、換気設備、排煙設備、非常用照明装置 

イ 点検の周期 

・建築物 ：３年ごと（次回実施予定：令和５年度（楽市楽座・養老は令和３年度）） 

・昇降機以外の建築設備：毎年１回 

ウ 点検の実施者（資格者） 

・１級建築士 

・２級建築士 

・法定講習の修了者で国土交通大臣から資格者証の交付を受けた者 

（特定建築物調査員） 

（１０）施設及び設備の修繕 

ア 指定管理者の責任において行う施設及び設備の修繕 

施設及び設備（（以下「施設等」といいます。）に不具合が生じた場合（経年劣化等により施設等

を本業務（自主事業除く。）の用に供することができなくなった場合を含みます。）は、速やかに

県に報告するとともに、１箇所あたり６０万円未満の修繕作業（当該施設等に代わる物を新たに購

入し、又は調達するときを含みます。）は、必要の都度速やかに指定管理者が自己の責任及び費用に

おいて実施してください。 

１箇所あたり６０万円以上の修繕は、県が自己の責任及び費用において行うものとしますが、県及

び指定管理者の協議により、指定管理者が自己の責任及び費用において実施することができます。

指定管理者は、リスク分担にかかわらず、自らの申し出により、自己の費用と責任において県の承

認を得たうえで、公園の機能を向上させ、又は公共性の観点から必要と認められる各種工事を実施

することができます。 

イ 修繕等履歴台帳の整備 

中長期的な施設等の保全のため、施設等ごとに設置や、改修・修繕の履歴（県が実施したものも

含みます。）を示す台帳を整備してください。 

ウ 施設内外の表示の修正 

施設内外の表示（サイン）や看板の修正を行ってください。 

エ 今後実施を想定している大規模改修工事等 
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令和３年５月現在、本公園において以下の大規模改修工事を予定しています。当該工事により、

施設の利用が制限される場合がありますが、この利用制限に伴う減収分については、別途補てん等

の措置は行いません。 

また、当該工事により施設利用者に影響のある部分については、指定管理者から施設利用者へ周

知等を行うものとします。 

・令和３年度：親水施設整備工事、幼児用遊具新設工事、青空広場整備工事、のり面防災工事、養

老の滝広場擬木柵更新工事、松枯れ伐採工事、管理棟設備修繕工事、養老天命反転地

管理棟雨漏対策工事、ことりの森再整備工事、せせらぎ街道修繕工事、ログハウス浄

化槽改修工事 

・令和４年度以降：わんぱくひろば再整備、ボール広場再整備、芝生広場時計台周辺再整備、キャ

ンプ場周辺再整備、パークゴルフ場周辺再整備、養老天命反転地ワーケーション

環境整備 

（１１）備品の管理 

ア 管理する備品 

本公園において使用する備品（別添「備品一覧表」のとおり。以下「管理物件の備品」といいま

す。）を常に良好な状態に維持するとともに、老朽化等により使用不能となった場合には、速やかに

県に報告してください。なお、当該備品以外の備品等の購入、調達及び修繕は、原則として指定管

理者の責任及び費用において行ってください。 

イ 現物確認 

管理物件の備品は毎年度１回以上、その現物確認を行うための調査を県とともに実施します。 

管理物件の備品の数量が多く設置場所が広範であることから、その管理のために備品管理担当者

（兼務可）を置いて適切な管理に努めてください。 

ウ 指定管理者の責任において行う管理物件の備品の購入等 

老朽化、破損等により使用不能となった場合には、速やかに県に報告するとともに、１物品あた

り１０万円未満である備品の購入、調達又は修繕（以下「購入等」といいます。）は、必要の都度速

やかに、指定管理者が自己の責任及び費用において行うものとします。１物品あたり１０万円以上

の備品の購入等は、県が自己の責任及び費用において行うものとしますが、県及び指定管理者との

協議により、指定管理者が自己の責任及び費用において行うことができます。県の備品については、

岐阜県会計規則（昭和３２年岐阜県規則第１９号）に基づき、適正に管理し、毎年、備品の数量、

状態の確認を行い、その結果を県へ報告してください。また、備品の廃棄などの異動については、

あらかじめ県と協議してください。 

  エ 管理物件の備品に代わる物として購入等した備品の取扱い 

管理物件の備品に代わる物として県又は指定管理者が購入等を行った備品を、管理物件の備品と

して管理するとともに、指定期間が終了したときは、県又は県が指定する法人その他の団体に無償

で引き渡してください。 

  オ 指定管理者が独自に調達した備品の取扱い 

    指定管理者が独自に調達した備品については、台帳を整備するとともに、管理物件の備品と区別

ができるよう当該備品にシールを貼るなどして管理してください。 

    また、指定期間終了時には、自己の責任と費用において当該備品を撤収してください。ただし、

県又は県が指定する団体へ当該備品を引き渡すことについて合意があるときは、この限りではあり
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ません。 

（１２）防火管理 

  ア 防火管理者の業務（消防法第８条） 

（ア）防火管理者の選任 

   ・消防法施行令で定める資格を有する者を防火管理者として定めるとともに、消防署への届け

出を行ってください。 

（イ）防火管理者が行う業務 

・消防計画の作成と消防署への届出 

・消防計画に基づく消火、通報及び避難訓練の実施 

・消防の用に供する設備、消防用水または消火活動上必要な施設の点検及び整備 

・火気の使用又は取扱いに関する監督 

・避難又は防火上必要な構造及び設備の維持管理並びに収容人員の管理 

・その他、防火管理上必要な業務 

（１３）施設の安全管理業務 

ア 危機管理マニュアルの整備 

・施設及び敷地内での事故又は事件、災害その他事故等に迅速に対応できるよう、医薬品、資機材

等を常備するとともに、県が定めるマニュアルとは別に具体的な対応について定める「危機管理

マニュアル」を整備し、従業員・関係者に周知する等、非常時の対応について十分な対策を講じ

てください。 

・緊急時の連絡体制を定め、事前に県に協議してください。 

  イ 緊急・救急対応に関する業務 

（ア） 災害その他の事故等が発生した場合は、「県営公園管理マニュアル」により、本公園の利用者

の安全確保を第一に、最も適切な措置を講じてください。 

  （イ） 災害その他事故等が発生した場合は、関係部署への速やかな報告を行い、対応措置を取って

ください。 

  ウ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の管理 

   ・利用者等の急な病気・けが等の発生に備え、本公園内に設置したＡＥＤ（２台）について、常に

使用可能な状態を保つよう管理してください。 

   ・施設利用者にＡＥＤの設置場所が容易に分かるよう、ＡＥＤ設置場所表示を施設の入口等に掲示

してください（表示様式は別途、お示しします）。なお、ＡＥＤを移設した場合は、設置場所の記

載を変更してください。 

      ・ＡＥＤの日常的な管理を行う責任者として「ＡＥＤ管理責任者」を定めてください。また、当該

責任者は、次に掲げる事務等を行ってください。 

▶ 県有施設におけるＡＥＤの設置場所及び利用方法等に関する広報 

▶ ＡＥＤの機能を維持するための点検整備 

   ・施設で勤務する職員等には、概ね３年ごとに講習（普通救命講習等）を受講させ、ＡＥＤの取扱

いに習熟するよう努めてください。 

・次に掲げる事項に該当する場合は、速やかに県へ報告してください。 

▶ ＡＥＤを設置、更新、移設又は廃棄したとき 

▶ ＡＥＤ管理責任者を置き、又は変更したとき 
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▶ 施設においてＡＥＤが使用されたとき 

・ＡＥＤの更新（次回更新は令和６年度）は県が行うものとします。 

エ 情報セキュリティ事故への対応 

・情報セキュリティに関する事故が生じた場合は、別添「情報セキュリティ事故対応マニュアル」

に沿って、迅速かつ適切に対応してください。 

オ 保険への加入 

指定管理者は、指定管理業務及び自主事業の実施に当たり、次の表に掲げる水準以上の損害保険 

等に加入し、事故に対応してください。 

損害保険 
対象、補償内容、支払限度額 

身体賠償 財物賠償 

公園全体 

施設賠償保険 

1 名 2 億円 

1 事故 10 億円 
1 事故 1 千万円 

養老天命反転地 

施設賠償保険 

1 名 2 億円 

1 事故 10 億円 
1 事故 1 千万円 

養老天命反転地 

傷害保険 

死亡支払金額 1,000 万円 

入院日額 3,000 円 

通院日額 1,500 円 

 

ゴルフ入場者 

包括賠償保険 

傷害死亡 1,000 万円 

傷害入院日額 15,000 円 

傷害通院日額 10,000 円 

賠償責任 1 億円 

 

パターゴルフ場 

施設賠償保険 

1 名 2 億円 

1 事故 10 億円 
1 事故 1 千万円 

  カ 安全管理・安全確保に関する業務 

・本公園の利用者が安全・快適に利用できるよう園内巡視を常に行うこと。 

・巡視中に施設等の異常を発見した場合、適切な対応を行うこと。 

・危険な場所には必要な安全措置を講じ、事故の防止に努めてください。 

   ・来園者の動向を注視し、公園施設等の適切な利用指導を行ってください。 

・条例第３条に規定する禁止行為を行う者のほか本公園の管理に支障を与える不適切な来園者につ

いては、これを直ちに制止して、適正かつ安全な利用が図られるよう努めてください。 

・新型インフルエンザ、鳥インフルエンザや新型コロナウイルスのように、重症化する恐れのある

感染症等については、消毒液を設置するなど、適切な措置、対応をすること。 

・特に新型コロナウイルス感染防止対策にあたっては、県が作成する「コロナ社会を生き抜く行動

指針」に基づいた対応の徹底に努めてください。 

・野良犬、カラス、マムシ、スズメバチ、ヌートリア、イノシシ等による来園者への危害の防止に

努めること。 

・緊急に防除すべき特定外来生物の疑いのある生物等を発見した場合は、来園者の安全を確保のう

え、関係機関に連絡し、必要な対応をしてください。 
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（１４）有料施設の利用受付等に関する業務 

  利用者が快適に施設を利用できるよう親切丁寧な対応に心がけ、利便性、安全性の確保に努めるとと

もに、施設の有効活用を図りながら受付等の業務を行ってください。 

 ア 対象施設等 

（ア）パークゴルフ場 

（イ）パターゴルフ場 

（ウ）心のテーマパーク養老天命反転地 

（エ）テニスコート 

（オ）ゴルフ用具 クラブセット  

         シューズ    

         カート     

         傘       

（カ）コインロッカー 

イ 業務内容 

（ア）利用の調整 

・対象施設の利用等の案内、注意事項等の説明 

・対象施設の空き状況の問い合わせ 

 ・利用者との打ち合わせ（必要に応じて事前の施設見学に対応してください） 

（イ）対象施設の利用の申込の受付 

 ・テニスコートの予約受付には、利用希望者がインターネット上で県の施設の予約を申し込むこ

とができる「県有施設利用予約システム」に対応してください。パソコンの準備（ＯＳは

Windows8.1から Windows10 。ＣＰＵは 550MHz以上のPentium互換 CPU。メモリは 256MB以上

を推奨。ブラウザはIE11、必要ソフトはMicrosoft Excel）及びインターネット回線等の接続

環境整備に係る経費の負担が必要となります。 

（ウ）対象施設に付随する附属施設設備の貸出・管理 

（エ）対象施設の準備（取扱説明を含む）及び後片付け（点検） 

ウ 利用料金の収受に関する業務 

（ア）第３．４に定めるとおり、利用者が支払う利用料金は指定管理者の収入とすることとし、収

受した全ての利用料金については、帳簿を作成するなど適正な管理を行ってください。 

   （イ）利用料金の額、支払方法等について、利用料金規程を設けるとともに、公園の利用者への十

分な周知に努めてください。 

   （ウ）収入金の収受に当たって、つり銭、両替金を状況に応じて準備してください。 

   （エ）収入金やつり銭等の現金の管理には、細心の注意を払ってください。 

   （オ）各公園施設の収入状況については、毎月、県に報告してください。 

 

２ 施設を利用する者への便宜の供与に関すること 

本公園が公の施設であることを認識して公平かつ、全ての施設利用者が安全・安心、快適に利用でき

るよう以下の業務に取り組んでください。 

（１）受付等業務 

ア 来園者案内業務 
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・来園者には丁寧に対応してください。 

・貸出対象施設の行事予定等を把握し、当日の施設利用状況や催事情報などに対応してください。 

イ 電話交換等業務 

・本公園の電話の受付業務を行ってください。 

・相手からの問い合わせに対して、施設や行事についての案内等を行ってください。 

  ウ 行事等の案内業務 

   ・施設内での行事、お知らせ、広報、案内等に関する事項を来場者に周知させるための掲示板等の

管理を行ってください。 

   ・関連施設の行事等に係るポスターやチラシの掲示板等への掲示について、県からの依頼等に応じ

て適宜行ってください。 

エ 園内放送業務 

 ・必要に応じて、園内放送を実施してください。 

（２）快適な施設利用に関する業務 

ア 本公園内外サイン等の整備 

・利用者が分かりやすく施設を利用できるよう、本公園内外サインの整備を行ってください。 

  イ パンフレット置き場の整理整頓 

   ・利用者の目につきやすい場所にパンフレット置き場を設置し、常時整理整頓してください。 

  ウ 喫煙、禁煙場所の適正管理 

   ・本公園で定められた喫煙所以外は禁煙となっていますので、分煙が適切に実施されるよう、環境

の整備に努めてください。 

 エ 障がい者等への車椅子の貸出 

・身体障がい者や高齢者等の来園にあたり車椅子を準備し、必要に応じて車椅子を貸し出してくだ

さい。 

（３）飲食提供・物販販売に関する業務 

   ・本公園利用者に飲食・物販等を提供する施設として、楽市楽座・養老を管理運営してください。 

   ・飲食提供・物販販売の管理運営に際して、関係法令を遵守し、本公園利用者への快適なサービ 

スの提供及び安全確保に努めてください。 

   ・販売品目や価格等は本公園利用者のニーズを把握し、随時その見直しを図るなど、満足度向上に

努めてください。 

   ・県産品の優先使用に努めてください。 

（４）その他総括的運営業務 

ア 遺失物の管理 

   ・園内で遺失物を発見した場合は、遺失物法に従い適正に処理してください。 

   ・拾得物は、拾得物の台帳を作成し、原則として地元警察署に届け出てください。  

イ 迷子の対応 

 ・迷子の届け出等があった場合には、捜索・保護及び放送を行うとともに、状況に応じて警察等の

協力を要請するなど、適切な対応に努めてください。 

ウ 施設の開錠・施錠及び鍵の管理 

・開錠及び施錠は確実に行ってください。特に施錠については複数回確認してください。 

・施設内外の全ての鍵については鍵管理台帳を整備し、確実に管理、保管してください。 
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エ 視察の受け入れ 

   ・施設の見学、視察及び利用者への案内等は、原則として指定管理者が対応してください。 

・受け入れにあたっては必要に応じて関係機関等との調整を行うなど、適切かつ丁寧な対応を心掛

けてください。 

オ 指定管理者としての表示 

・指定管理業務を行う際は、本公園が指定管理者により管理・運営されている施設であることを示

すため、施設内や案内パンフレット等に指定管理者名等を表示してください。 
 

（表示例） 

 ●●公園は、指定管理者である●●●●が管理・運営を行っています。 

  連絡先 指定管理者 ●●●● 

            電話番号 ●●●―●●●－●●●● 

 

３ 施設の利用の促進に関すること 

本公園における利用者サービス向上を図るとともに、利用者数の増加を図るよう、以下の業務に取り

組んでください。 

（１）園内イベントの計画に関する業務 

  ア 企画運営業務責任者を配置してください。また、公園利用の促進に寄与するため、指定管理者の

人的ネットワークやノウハウを活用して、公園の利用者のニーズの高い事業を自主的に企画し、実

施してください 

  イ 企画内容を十分に検討し、イベントの年間計画を策定してください。 

  ウ 指定管理者が主催の行事については、条例第４条に基づく制限行為許可が不要なため、年間を通

じて積極的にイベント等を計画してください。 

  エ 本公園は、令和５年度に県営都市公園として開園してから、１００年を迎えます。 

    そのため、令和５年度に、県、養老町、養老町観光協会及び養老鉄道株式会社等と連携して実施

する開園１００周年関連イベントに関する、指定管理者としての企画を計画してください。 

（２）施設の広報に関する業務 

ア 年間広報計画を策定してください。 

イ 施設利用案内パンフレットを初年度（令和４年度）分として３０，０００部以上作成して、利用

者の用に供するよう設置してください。 

詳細な仕様等については事前に県と協議のうえ、作成してください。 

また、パンフレットは適宜補充を行い、不足することがないようにしてください。 

ウ ポスター・チラシ等を作成し、配布・掲示してください。 

また、チラシは適宜補充を行い、不足することがないようにしてください。 

エ ホームページの運営 

（ア）本公園への誘客を促進する魅力的なホームページや携帯版ウエブサイトの運営（開設・更新）

を行ってください。 

また、ホームページには、施設の紹介、利用案内、貸出対象施設の案内、イベント情報を必ず

掲載してください。 

（イ）ホームページは、ウエブアクセシビリティに配慮し「日本工業規格（JISX8341-3:2016） 
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のウエブアクセシビリティ適合レベルＡＡへの準拠」を原則としてください。 

（ウ）ホームページ開設に必要なプロバイダー契約等は指定管理者の負担で行ってください。 

（エ）本公園のホームページのドメイン「yoro-park.com」は、現在の指定管理者が所有しています。

上記ドメインの取得については、現指定管理者と協議してください。また、次期指定管理者が新

たに取得したドメインは、指定期間終了後に県に対して無償で譲渡することとしてください。（ド

メインの使用、管理に要する経費は指定管理者の負担となります。）。 

（オ）本公園への誘客を促進するため、ＳＮＳを積極的に活用し、イベント情報等を積極的に発信し

てください。 

（カ）ネットワークについては、情報セキュリティに十分配慮してください。 

オ マスメディアの活用等 

・本公園のイベント・行事等について、テレビ、ラジオ、雑誌、新聞等の各種媒体や記者クラブへの

情報提供を行ってください。 

・テレビ局・新聞社等からの取材や行政機関等からの視察について、対応・協力してください。 

カ  他施設との連携 

他の県有施設や周辺施設等との連携を積極的に図り、相互の利用促進に努めてください。 

（３）利用者ニーズの把握とサービス向上に関する業務 

ア 利用者等の意見の把握 

・意見箱の設置、利用者に対するアンケート調査（年２回以上）及びホームページによる意見募集

等適宜の方法により、利用者等から広く意見の収集に努め、公園運営に反映してください。 

・収集した意見の内容及びこれに対する対応状況その他県民に周知すべきと考えられる情報を、施

設内への掲示及びホームページの掲載等の方法により、随時公表してください。 

・アンケート結果及び業務改善への反映状況等は、業務報告書にまとめて提出してください。 

イ 苦情、要望等に対する対応 

・指定管理業務に関して、利用者及び周辺住民等から苦情、要望等が寄せられた場合には、指定管

理者の責任において対応してください。この場合には、施設の品位を損なうことのないよう丁寧

に対応してください。 

・苦情、要望等の内容は適確に理解判断し、迅速に対応して県へ報告するとともに、事案によって

は、県と相談のうえ、きめ細やかな対応を実施してください。 

・寄せられた要望、苦情等が本公園のあり方の見直しなど本業務の範囲を超える内容であるときは、

県にその内容を遅延なく報告してください。 

ウ 園内無料 Wi-Fi の管理運営 

     来園者の利便性向上のため、養老天命反転地に２か所、楽市楽座・養老周辺に１か所、子ども

の国に１か所、無料 Wi-Fi が設置してあります。Wi-Fi 事業者と契約のうえ、適切な管理運営を

行ってください。 

 

４ その他公園の管理運営に関すること 

（１）養老天命反転地について 

「養老天命反転地」は現代芸術家・故荒川修作氏、故マドリン・ギンズ氏の芸術作品であり、荒川

修作氏、マドリン・ギンズ氏の著作者人格権を侵さないよう管理運営し、その芸術性を鑑み、荒川氏

の芸術に関する普及活動に努めるとともに、県美術館をはじめ芸術関連施設との連携を図ってくださ
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い。 

＜協議に関する連絡先＞ 荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所 株式会社ＡＢＲＦ 

              TEL0422-26-4966  

（２）楽市楽座・養老の活用を含めた食の充実について 

養老公園の食の拠点機能の充実に向け、令和４年度より指定管理施設となる楽市楽座・養老の飲食

物販機能の活用も含めて食の充実を図り、同エリアをはじめ公園全体の集客や園内消費の拡大につな

げてください。 

具体的には、県産農畜水産物を活用したオリジナルの飲食メニュー、スイーツ、土産物品の開発・

販売やキッチンカー、臨時売店など季節やイベントに的確に対応した利用者がアクセスしやすい飲食

の提供などを行い、食の充実を図ってください。 

楽市楽座・養老の管理運営にあたっては、楽市楽座・養老の出店事業者で構成する「楽市楽座・養

老運営委員会」に対し、本公園における食の充実に向けた施設の管理運営方針、委託料や共益費など

経費負担方法等について丁寧な説明を行った上で、協調を図りながら事業を進めてください。 

 

  ※なお、「眺望をいかしたテラス」の整備に併せ、楽市楽座・養老の一部又は全部の修繕・改修

工事を行う場合（楽市楽座・養老を撤去するときは、当該飲食・物販機能をテラス内に取り込

むこととなります）、最長で２年間程度、楽市・楽座での飲食・物販が不可能となる可能性が

あります。この間の営業補償金、賠償金、逸失利益補償など、飲食・物販が不可能となること

に対する県費の支出は、仮設店舗設置を除き、一切、行わないこととしますので留意願います。 

円滑に営業が停止・休止されるよう、楽市楽座・養老のテナントとの契約にあたっては、営

業が停止・休止中での仮設店舗の運営方法を含む契約条項の精査に留意願います。 

 

第６ 自主事業の実施 

  指定管理者は、自主事業として、都市公園法第５条の許可を受けて、新たな公園施設を設置し、管理

することができるほか、仕様書に記載がない本公園の利便性向上等を目的とした事業を行うことができ

ます。なお、当該自主事業は、指定管理業務と一体的に実施してください。 

自主事業を行うに当たっては、関係法令を遵守するほか、以下についても留意してください。 

ア 内容については、収益事業の有無を問いません。 

イ 公園施設の設置については、都市公園法第５条の設置許可及び条例第１０条に基づく使用料の納

入が必要となります。なお、設置許可期間は、指定期間の範囲内とします。指定管理者は自動販売

機等を設置できますが、その設置にあたっては、本公園利用者への便宜の供与に資する効果的、効

率的な配置を計画してください。 

ウ 施設の設置にあたっては、都市公園内施設にふさわしい内容のものとしてください。 

エ 指定管理者は、自らの費用と責任で備品等の調達を行ってください。 

オ 事業実施に当たっては、指定管理者の負担（要綱等により、指定管理者以外の者が当該費用を負

担すべきこととされている場合を除く。）と責任において管理を行ってください。また、自主事業に

おいて、損失が生じた場合であっても指定管理料若しくは、指定管理業務による利益を充当しては

なりません。 

カ 自主事業を実施する場合は、事前に県と協議のうえ、提案書（安全対策含む。）を作成し、県に届

け出なければなりません。 
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  キ 自主事業の実施に際し、県との連絡体制を構築し、事故が発生した場合は、速やかに当該事故に

関係する施設の使用等を中止するともに県及び関係機関（警察署、消防署等）に報告してください。 

  ク 自主事業を実施する現場に危機管理マニュアル、取扱説明書、緊急連絡網等を常備してください。 

    委託先が実施する場合も同様とします。 

  ケ 自主事業で設置した公園施設について、指定期間の終了の際には、県の指示に従い、原則撤去す

るものとし、原状に回復してください。ただし、公園の機能向上または公共性の観点から必要な施

設であると認められる場合等には、県との協議により原状に回復することなく、県に引き渡してい

ただくことがあります。 

 

第７ 運営協働会議の事務局運営 

指定管理者は、都市公園の利用者の利便の向上を図るために、本公園の管理運営に係る関係者の 

意見交換の場として運営協働会議を設置し、定期的に開催して下さい。本会議は、県、関係行政機関

学識関係者、観光関係団体、商工関係団体その他の都市公園の利用者の利便の向上に資する活動を行

う者等で構成するものとし、設置にあたって必要に応じて県と協議してください（令和３年５月現在

は１５名で構成）。なお、運営協働会議に係る経費（会場代等）は指定管理者が負担してください。 

 

第８ その他の業務 

１ 県への報告等 

（１） 事業計画書及び収支予算書の作成・年度協定の締結 

ア 事業計画書の作成 

指定管理者は、条例第９条の６に規定する事業計画書を作成し、当該年度の開始日の２ヶ月前ま

でに県に提出し、県の確認を受けてください。 

イ 年度協定の締結 

    毎年度の指定管理料の額や事業計画書（アの事業計画書について、県と調整を図ったうえで合意

した内容）等について、県と指定管理者の間で年度協定を締結します。 

（２） 事業報告書等の提出 

     指定管理者は、以下の書類を作成し、提出すること。 

①  月次業務報告書（翌月５日（休業日が含まれる場合はその日数を加算した日）までに提出） 

【記載すべき事項】 

・本業務の実施状況 

・本公園の利用状況 

・本業務の収支状況 

・その他県が指示する事項 

②  地方自治法第２４４条の２第７項に規定する事業報告書（事業年度終了後、３ヶ月以内に提出） 

【記載すべき事項】 

・本業務の実施状況 

・本公園の利用状況 

・本業務の収支状況 

・その他県が指示する事項 

③ 上期運営収支報告書（上半期経過後、３ヶ月以内に提出） 
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④ 運営収支報告書（事業年度終了後、３ヶ月以内に提出） 

⑤ 保管備品目録（事業年度終了後、３ヶ月以内に提出） 

⑥ その他必要な書類 

２ 県との連携等 

（１）「県営公園指定管理者評価員会議」への対応 

県は、指定管理者による本公園の適切な管理に資するため、「県営公園指定管理者評価員会議」を設

置し、施設を熟知した専門家等からの意見聴取の機会を設け、指定管理者による本公園の管理運営に

対する評価を伺うこととしています。 

 この意見聴取のための会合は、少なくとも年２回行い、各年度における指定管理者の管理運営実績

に対する評価（管理基準の充足状況、本公園の設置目的の達成状況、公共性の確保の状況、経営状況、

派生的効果等を評価の観点とした意見聴取）及び条例の定めにより指定管理者が県に提出した次年度

の事業計画書の適否について、専門家等の見地から意見を伺うこととしています。 

指定管理者は、この評価員会議に出席し、管理運営実績や次年度の事業計画等について説明を行っ

てください。また、会議で出された意見に対しては、誠実に対応してください。  

なお、県は専門家等から管理運営実績について聴取した意見を踏まえて最終評価を行い、必要に応

じて指定管理者に改善の指示を行うとともに、当該最終評価の結果については、岐阜県庁ホームペー

ジにおいて公表します。 

その他、県が設置する本公園に関する協議会等に参加し、利用者の利便に必要な事項に関する意見

を発言するなど積極的に協力してください。 

（２）県が実施する調査等への協力 

ア 県から、本公園の管理運営並びに施設の現状等に関する調査及び資料作成等の作業の指示があっ

た場合には、迅速、誠実かつ積極的な対応を行ってください。 

イ その他県が実施又は要請する事業（例：緊急安全点検、防災訓練、要人案内、監査･検査等）への

支援・協力、又は事業実施を積極的かつ主体的に行ってください。 

（３）立ち入り検査 

県は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿などの現地調査を行うことがありますので、その際は誠

実かつ適切に対応してください。 

（４）各種規程等作成時における県への協議 

指定管理者が本公園の管理運営を行う上で各種規程、要項、マニュアル等を作成する場合は、内容

について事前に県と協議を行ってください。 

 

第９ 指定管理業務に係る経理等 

１ 指定管理料の額 

県は、施設の維持管理費及び運営費、企画事業費その他の管理業務関連に必要な経費として、年度ご

とに指定管理料を支払います。この場合の支払時期や方法については協議のうえ決定し、年度協定で定

めます。なお、額の確定後は、運営によって過不足が生じた場合でも、原則として指定管理料の変更は

認めません。 

 

２ 県への納付 

指定管理者は、利用料金収入が当初の収入見込みを上回り、かつ利益が生じた場合は、税引き後の利
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益の２０%を県に納入してください。 

ただし、経費の削減等により生み出された余剰金については、原則として納入を求めません。  

 

３ 経理に関する留意事項 

（１） 指定管理業務について 

  ア 指定管理業務に関する収入及び支出は、指定管理者が日常使用している口座とは別の口座によ

り管理してください。また、当該管理に係る業務は、他の業務と区分して整理してください。 

   イ 指定管理業務に要する費用は、指定管理料、公園の利用者から収受する利用料金及び本業務の

実施に伴う諸収入等によって賄うものとします。  

 （２） 指定管理業務及び自主事業に係る経理について 

   ア 指定管理業務に係る収支と自主事業に係る収支を区分経理し、適正に会計処理を行ってくださ

い。また、収支報告書は、区分経理した収支と合算した収支の２通り作成してください。 

   イ 指定期間終了後の施設の利用に係る利用料金をあらかじめ前受金として収受している場合には、

指定期間終了の際、当該前受金を県に引き継いでいただきます。ただし、県が認めた場合には、

次期指定管理者に対して引き継ぐことができるものとします。 

 

第１０ 留意事項 

１ 業務の引継ぎ等 

（１）現在の指定管理者からの業務の引継ぎ 

指定管理業務の開始前に、現在の指定管理者から円滑に業務の引継を受けてください。なお、指定

管理業務の開始前に、既に利用申込があった施設予約については、現在の指定管理者から引き継ぎ、

指定管理者の変更により利用申込者が不利益を被らないようにしてください。 

（２）指定期間前に行う業務 

指定期間前に行う業務は次のとおりです。なお、この業務に要する経費はすべて指定管理者の負担

とします。 

   ア 基本協定書、年度協定書の内容について県との協議 

  イ 利用料金の設定 

  ウ 配置する従業員の確保、研修 

  エ 指定管理業務等に関する各種規程、マニュアル等の作成 

オ 現行の指定管理者からの業務の引き継ぎ 

カ その他業務の開始にあたり必要な事項 

（３）次期指定管理者への業務の引継ぎ 

指定期間終了時に指定管理者が交代する場合、次期の指定管理者が円滑かつ支障なく指定管理業務

を遂行できるよう引継を行ってください。なお、指定管理業務の終了前に、既に利用申込があった施

設予約については、次期の指定管理者への引継ぎを確実に行い、指定管理者の変更により利用申込者

が不利益を被らないようにしてください。 

 その他、引継ぎに際して必要な事項は、県及び指定管理者が協議のうえ定めるものとします。 

 

２ 災害時の施設利用 

本公園のこどもの家は、養老町の指定緊急避難場所及び指定避難所に位置付けられており、災害時



令和３年度募集「養老公園」 

- 23 - 

に本公園を避難所として使用できるよう、養老町及び指定管理者と「非常災害時における養老公園こ

どもの家の開放に関する覚書」（令和２年１月１０日）を締結しています。 

災害時において、養老町が施設を避難所として開放することを決定した場合は、必要な対応を行っ

てください。 

なお、災害時にこれら対応が円滑に機能するよう、平時より養老町との間で十分な連携を図ってく

ださい。 

  

３ その他 

（１）業務の一括再委託の禁止 

指定管理者は、本業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせてはなりません。 

また、指定管理者が業務の一部を第三者へ委託等するときは、あらかじめ当該第三者の名称及び所

在地並びに委託等業務の内容を明らかにして県の承認を得なければなりません。 

（２）不当介入における通報義務 

業務の履行に当たって、暴力団関係者等から事実関係及び社会通念上等に照らして合理的な理由が

認められない不当若しくは違法な要求又は業務の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察に通

報してください。 

（３）指定管理者の指定の取消し等 

指定管理者が県の指示に従わないときその他指定管理者による管理を継続することが適当でないと

認めるときは、地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により、県は指定管理者の指定を取り消し、

又は期間を定めて管理業務の全部又は一部の停止を命ずることがあります。 

（４）第三者による管理等について 

   本公園について都市公園法第５条及び第６条あるいは条例第４条の規定による許可を受けた者（本

公園の指定管理者の指定を受けた団体を除く。）があるときは、当該者による当該許可に基づく管理、

占用その他の行為を妨げてはいけません。 

また、都市公園法第５条の規定による許可を受けた者が実施する事業等について、円滑な実施に向

け協議を行うなど、協力及び連携してください。 

（５）県と指定管理者とのリスク分担 

県と指定管理者とのリスク分担は、次の表のとおりとします。 

区分 
リスク負担者 

県 指定管理者 

公園の維持管理  ○ 

施設等の修繕 
１箇所当たり６０万円以上 ※１ ○  

１箇所当たり６０万円未満 ※１  ○ 

備品の維持管理等 
１物品当たり１０万円以上 ※２ ○  

１物品当たり１０万円未満 ※２  ○ 

利用者及び周辺住民からの苦情、要望等の対応  ○ 

物価の変動 

年度協定の締結時において予想することのできない経済情勢
その他の情勢の変化による著しい物価の変動によるもの  

○  

上記以外のもの  ○ 
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金利の変動  ○ 

法令の変更 
公園の管理運営に影響を及ぼす法令の変更 ○  

指定管理者に影響を及ぼす法令の変更  ○ 

支払の遅延 

県からの経費の支払遅延（指定管理者に起因するものを除く。）

に起因するもの 
○  

上記以外のもの  ○ 

政治・行政上の理由による事業変更等に伴う増加経費の負担 ○  

災害による 

施設の損傷等 

指定管理者の責めに帰すべきもの  ○ 

上記以外のもの ○  

利用者等への 

損害賠償 

指定管理者の責めに帰すべきもの  ○ 

上記以外のもの ○  

  （※１）指定管理者は、リスク分担にかかわらず、自らの申し出により、自己の費用と責任において、

県の承認を得たうえで、公園の機能を向上させ、又は公共性の観点から必要と認められる各種

工事を実施することができます。 

  （※２）① 県の貸与備品については、岐阜県会計規則(昭和３２年岐阜県規則第１９号)に基づき、適

正に管理し、毎年、貸与備品の数量、状態の確認を行い、その結果を県へ報告してください。 

     ② 備品の廃棄などの異動については、県と協議してください。 

     ③ １物品当たり１０万円以上の備品の修繕については、県に報告してください。 

 

（６）仕様書に記載のない事項への対応 

この仕様書に記載のない事項及び業務の内容・処理について疑義が生じた場合は、県と協議を行っ

てください。 
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別表１ 管理施設（養老公園施設図面を参照すること。） 

【建築物】 

番号 施設名称 規 模 

１ こどもの家 1,715m2 

２ こどもの国改札所 20m2 

３ 分室（旧管理事務所） 72m2 

４ 管理棟（パークゴルフ場クラブハウス） 167m2 

５ 用具庫（パークゴルフ場） 40m2 

６ 養老天命反転地事務所 125m2 

７ 養老天命反転地記念館 271m2 

８ 倉庫・車庫（作業棟） 99m2 

９ こどもの国事務所（こどもプール） 188m2 

１０ ログハウス 60m2 

１１ 作業員休憩所（作業棟） 82m2 

－ トイレ（別表５） － 

１２ 駐車場管理室（こどもの国） 3m2 

１３ パターゴルフ場管理事務所 9m2 

１４ こどもの国ゴミ集積場 13m2 

１５ 楽市楽座・養老 1,037m2 

－ 東屋 － 

 

【建築物以外】 

番号 施設名称 

１ パークゴルフ場 

２ こどもの国 

３ パターゴルフ場 

４ 養老天命反転地 

－ こどもの国遊具（別表６） 

５ こどもプール 

６ テニスコート（８面） 

７ 展望台 

８ 竹類園 

９ 駐車場 

１０ 芝生広場 
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【インフラ】 

番号 施設名称 規 模 

１ 汚水処理施設（こどもの国） 21m2 

２ 汚水処理施設（楽市楽座・養老） 15㎡ 

－ 汚水処理施設（園内トイレ附属）  

３ 受水槽（91t） 105m2、91t 

４ 受電設備（こどもの国） 265KVA、6,600V 

５ 受電設備（楽市楽座・養老） 217KVA、6,600V 

６ 副受電設備  

７ 非常用予備発電装置（53KVA,220V） 53KVA、220V 

８ 電気設備（照明設備）  

上表のほか、管理区域内にある園路、照明、広場、植栽などの公園施設を含む。 
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別表２ 建築物等の定期の点検・保守 

項   目 内   容 標準周期 

屋根 
雨漏りの有無 
瓦のズレの有無                      等 ３ヶ月 

とい  

堆積物・ごみの有無 
変形・破損の有無 
取付金具の状態                      等 

３ヶ月 

外壁 

ひび割れ・破損の有無 
プラスター・漆喰のひび割れ・剥離・ 
剥落の有無                          等 

３ヶ月 

外部建具 

作動状態、施錠状態 
ガラスの割れ・漏水の有無 
シーリング・ガスケットの状態        等 

３ヶ月 

自動ドア 

建具・レールの変形、摩耗状況 
ドアの走行抵抗の状態 
ベルト・ワイヤー・チェーンの状態 
駆動装置の作動状態 
電圧・電流の状態（規格との適合性） 
作動センサーの感度                  等 

３ヶ月 

床 

タイルのひび割れ・浮きの有無、摩耗状況 
石張りのひび割れ・浮きの有無、摩耗状況 
畳敷きの摩耗状況、汚損の有無        等 

３ヶ月 

内壁 

タイルのひび割れ・浮きの有無、摩耗状況 
ボード類のひび割れ、汚損の有無 
プラスター・漆喰のひび割れ・剥離・ 
剥落の有無 
壁紙の剥離・汚損の有無 
トイレブースの破損・変形の有無      等 

３ヶ月 

天井 

雨漏りの有無 
塗装の剥落の有無 
点検口の変形の有無                  等 

３ヶ月 

カーテン・ブラインド 
汚損・変形の有無 等  

３ヶ月 

手すり 
取付状態 等 

３ヶ月 

その他 
羽蟻の発生・蟻害の有無 等 

３ヶ月 

照明器具 

汚損・損傷の有無、発錆状況 
反射板の汚れの有無 
ランプ切れ・点灯時のうなり音・ちらつきの有
無                        等 

３ヶ月 

分電盤・開閉器 

壁・床への固定状態 
雨水の浸入・異常な加熱・振動等の有無 
遮断器・タイマー等の性能（要試験） 
絶縁抵抗・接地抵抗の状態（試験を実施し、規
定値の範囲内であること）      等 

３ヶ月 
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項   目 内   容 標準周期 

受変電設備 

過熱・油漏れ・変形等の有無 
絶縁抵抗・接地抵抗の状態（試験を実施し、規
定値の範囲内であること）      等 

３ヶ月 

通信・情報設備 
据え付け・汚れの状態 
作動状態                            等 ３ヶ月 

機械設備一般 
※冷媒については、オゾン層の保護に関する法
律に基づき、冷媒が外部に漏れないよう慎重に
取り扱うこと               

３ヶ月 

空調設備 
据え付け状態、異常音の有無 
フィルターの汚れ・冷媒の漏出の有無  等 

３ヶ月 

給排水衛生機器 
据え付け状態、漏出の有無 等 

３ヶ月 

防災設備 
※法定点検を行うこと 

３ヶ月 

門扉、塀 
作動状態、錆・腐食の有無 等 

３ヶ月 

排水管、マンホール、桝等 
排水状態、地盤面の沈下の有無 
マンホール蓋の破損の有無            等 

３ヶ月 

サイン類及び備品等 
数量 
汚損、変形の有無                    等 随 時 

  ・上記標準回数を基本に、状況に応じて適宜回数を増減させること。 
  ・関係法令等に規定されているものについては、法令等で定める回数で実施すること。 
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別表３ 建築物等の清掃 

 ア 床の清掃 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  項目・内容 

 
標  準  回  数 

 
  事 
 務 
  室 
  ・ 
  会 
 議 
  室 
  等 

 
  廊 
 下 
  ・ 
  階 
 段 
  等 
 
 

 
  便 
 所 
  ・ 
  洗 
 面 
 所 
  ・ 
  厨 
 房 

 
 体 
 験 
 教 
 室 
 等 
 集 
 客 
 施 
 設 

 
  そ 
 の 
 他 
  の 
  室 
 
 
 

 
弾性床 

 
日常 

 
除塵／掃除機等 

 
１／日 

 
１／日 

 
１／日 

 
随 時 

 
１／日 

 
水拭き／部分 

 
１／日 

 
１／日 

   
１／日 

 
水拭き／全面 

   
１／日 

 
１／日 

 

 
定期 

 
表面洗浄 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
硬質床 

 
日常 

 
除塵／掃除機等 

 
１／日 

 
１／日 

 
１／日 

 
随 時 

 
１／日 

 
水拭き／部分 

 
１／日 

 
１／日 

   
１／日 

 
水拭き／全面 

   
１／日 

 
１／日 

 
       

 
定期 

 
表面洗浄 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
繊維床 

 
日常 

 
除塵／掃除機等 

 
１／日 

   
１／日 

 
１／日 

 
定期 

 
洗浄 

 
１／年 

   
１／年 

 
１／年 

 上記標準回数を基本に、状況に応じて適宜回数を増減させること。 
     （注）用語の定義   弾性床：ビニル床タイル等                         
                    硬質床：タイル、コンクリート、石等               
                     繊維床：カーペット等                             
                     除塵（掃除機等）：電気掃除機によりゴミを吸引する。 
                     水拭き 部分：汚れや水滴をモップで拭く。           
                          全体：全体をモップで丁寧に拭く。           
                        表面洗浄：(1)除塵                                
                            (2)専用洗剤をムラのないよう塗布        
                               (3)床磨き機で洗浄                      
                               (4)汚水を除去                          
                               (5)２回以上水拭きし、乾燥              
                               (6)床ワックスを２回重ね塗りする。        
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 イ 床以外の清掃 

項目・内容 

 
標  準  回  数 

 
  事 
 務 
  室 
  ・ 
  会 
 議 
  室 
  等 

 
  廊 
 下 
  ・ 
  階 
 段 
  等 
 
 

 
  便 
 所 
  ・ 
  洗 
 面 
 所 
  ・ 
  厨 
 房 

 
 体 
 験 
 教 
 室 
 等 
 集 
 客 
 施 
 設 

 
  そ 
 の 
 他 
  の 
  室 
 
 
 

 
壁 

 
定期 

 
拭き 

  
２／月 

 
２／月 

 
２／月 

 

 
除塵 

  
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
フロアマット   
  

 
日常 

 
除塵 

  
１／日 

  
１／日 

 

 
定期 

 
洗浄 

  
１／月 

  
１／月 

 

 
トイレブース 

 
日常 

 
拭き 

   
１／日 

  

 
灰皿・ゴミ箱 

 
日常 

 
洗浄 

 
１／日 

   
１／日 

 
１／日 

 
洗面台 

 
日常 

 
洗浄 

   
１／日 

  

 
カガミ 

 
日常 

 
拭き 

   
１／日 

  

 
衛生陶器 

 
日常 

 
洗浄 

   
１／日 

  

 
流し台 

 
日常 

 
洗浄 

   
１／日 

 
１／日 

 

 
窓ガラス 
 

 
日常 

 
拭き 

 
１／日 

 
１／日 

 
１／日 

 
１／日 

 
１／日 

 
定期 

 
洗浄 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 
１／月 

 上記標準回数を基本に、状況に応じて適宜回数を増減させること。 
              拭き：ウエス等で拭く。                             
          洗浄：専用洗剤で洗浄し、ウエス等で拭きあげる。     
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別表４ 植物管理業務 

下表を基本とし、公園利用者が安全かつ快適に利用できるよう留意し、指定管理者の判断 

  で適宜回数を増減して実施する。 

区

分 

内         容 作業時期 

(月) 

標準 

回数 

摘 要 

 

  

 樹 

  

 

  

  

 

 木 

 

剪 定 

樹形の保持、病害虫等の発生防止、

風圧による転倒予防、開花･育成の調

整等 

5～6､9～10 １ 常緑 

7～8､11～2 １ 
落葉 

 

刈込み 

主として中低木の樹形の保持、花芽

分化の育成等、花木は花芽分化前に

行う 

 

5～11 

 

２  

病害虫防除 病気の発生予防、害虫の駆除のため 5～10､1～2 ４  

施 肥 良好な生育助長のため 6､12～3 １  

灌 水 渇水による枯れ防止のため 7～9 ３  

枯損木処理 倒木を防ぐため 通 年 １２  

支柱結束直

し 

倒木の予防 7～9 １ 
台風期 

補 植 植生の回復 11～3 １  

 

 芝 

 

 

 

 生 

芝刈り 芝生面の平準化、分けつの促進 5～10 ６  

施 肥 良好な緑度保持、健全育成のため 2～9 １～３  

目 土 芝生面の凹凸修正、ほふく茎の更新 2～4 １  

除 草 人力による雑草の除去 4～10 ７  

病害虫防除 病気の発生予防、害虫の駆除のため 3～4､6～9 １  

灌 水 渇水による枯れ防止のため 7～9 ３  

補 植 裸地化した植生回復 3～6 １  

 

 花 

 

 壇 

植替え 季節ごとに草花(鉢)を植替る 3～12 ４  

施 肥 良好な開花保持、健全育成のため 4～9 ４  

除 草 人力による雑草の除去 5～12 ４ 植替時 

病害虫防除 病気の発生予防、害虫の駆除のため 3～10 １  

灌 水 渇水による枯れ防止のため 通 年 適 宜  

 草 

 地 

草 刈 草刈機による雑草の刈取り       5～10 ２～４  

除 草 人力による雑草の除去 5～10 １  

 

 樹 

  

  

 林 

除伐、間伐 樹林密度の維持、不良木除去 12～2 ２  

枝打ち 枯れ枝、下枝切り 8～4 １～２  

下 刈 草刈機による雑草、笹類の刈取り 6～10 ２  

病害虫防除 病気の発生予防、害虫の駆除のため 4～7 １  

枯損木処理 倒木を防ぐため 通 年 １  

補 植 植生の回復、生態系の維持 11～3 １  
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別表５ 園内トイレ一覧 

NO. 名   称 男小 男大 女 兼用 身障 面積 形式 処理方式 人槽 

1 万代橋 ２ １ ２   16㎡ 合併 嫌気ろ床坦体

流動循環ろ過 

80 

2 紅葉橋 ３ １ ３   20㎡ 単独 腐敗 70 

3 ひょうたん広場 １ １ ４   27㎡ 合併 接触ばっ気 96 

4 不動橋 ３ １ ３  １ 47㎡ 合併 接触ばっ気 128 

5 ふるさと会館下 ２ １ ６  １ 58㎡ 合併 接触ばっ気 160 

6 滝の入口駐車場 

 

６ 

 

４ 

 

８ 

 

 

 

１ 

 

94㎡ 

 

合併 

 

流調付き接触

ばっ気 

320 

 

7 松風橋 ２ １ ６  １ 58㎡ 合併 接触ばっ気 160 

8 分室(旧公園事務所) １   ２  (72㎡) 単独 分離接触 25 

9 ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ ２ １ １   (166㎡) 合併 接触ばっ気 100 

10 ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場４番ﾎｰﾙ ２   １  8㎡ 単独 分離接触 40 

11 テニスコート上 ２ １ ３   21㎡ 合併 土壌微生物 

膜湿潤 

96 

12 ゆったり ２ ２ ５  ２ 80㎡ 合併 

 

 

流調付き接 

触ばっ気 

 

560 

 

 

13 石 ３ ２ 11  ２ 110㎡ 

14 養老天命反転地北 ２ １ ４   40㎡ 

15 芝生広場 ２ １ ２   23㎡ 合併 土壌微生物 

膜湿潤 

50 

16 天命反転地事務所  １ １   (160㎡) 単独 分離接触 10 

17 天命反転地記念館 ３ ２ ２   (273㎡) 単独 分離接触 25 

18 天命反転地西 １ １ ４   27㎡ 合併 接触ばっ気 96 

19 こどもの家(来園者) ６ ３ ６  １ (1,727㎡) 合併 

 

 

 

 

 

 

 

流調付き接触

ばっ気 

 

 

 

 

 

 

492 

 

 

 

 

 

 

 

20 こどもの家(職員用) ２ １ ２   (1,727㎡) 

21 こどもプール ３ ２ ３   (188㎡) 

22 作業員休憩所(作業棟)    １  (82㎡) 

23 こどもの国駐車場 ３   ２  10㎡ 

24 ぼうけんひろば ３ ２ ３  １ 26㎡ 

25 水あそびひろば ３   ２  10㎡ 

26 わんぱくひろば ３   ２ １ 16㎡ 

27 ログハウス    １  (60㎡) 単独 分離接触 50 

28 元正天皇行幸跡地 ２ １ ２  １ 27㎡ 下水   

 面積欄( )書きは、建物全体の面積 
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別表６ 園内遊具一覧（こどもの国） 

NO. 名  称 基数 場  所 備 考 

1 ジグザグバランス 1 ぼうけん広場  

2 サーカスわたり 1 ぼうけん広場  

3 ウェーブラダー 1 ぼうけん広場  

4 チャレンジバンク 1 ぼうけん広場  

5 丸太わたり 1 ぼうけん広場  

6 ステップ小道 1 ぼうけん広場  

7 背面わたり 1 ぼうけん広場  

8 ロックブロック 1 ぼうけん広場  

9 ほら穴くぐり 1 ぼうけん広場  

10 タイヤブランコ 1 ぼうけん広場  

11 ワンダーアスレチック 1 ぼうけん広場  

12 サーキットコンビネーション 1 ぼうけん広場  

13 オーバーハングネット 1 ぼうけん広場  

14 ロープウェイ 1 ぼうけん広場  

15 マウンテンネット 1 ぼうけん広場  

16 ワイドウェーブスライダー 1 ぼうけん広場  

17 スベリ台（コンクリート製） 1 ぼうけん広場  

18 ツリーハウス 1 ぼうけん広場  

19 ぽこぽこお山 3 すくすく広場  

20 かえるさんトンネル 1 すくすく広場  

21 ぞうさんスライダー 1 すくすく広場  

22 お馬さんのウレタンスツール 4 すくすく広場  

23 ウレタンクライム 1 すくすく広場  

24 ちびっこパネル １ すくすく広場  

25 ハンモックブランコ 2 すくすく広場  

26 ボール広場 1 ボール広場  

27 スプリング遊具 3 わんぱく広場  

28 わんぱく機関車ステーション 1 わんぱく広場  

29 ボールころがし 1 わんぱく広場  

30 ボールリング 1 わんぱく広場  

31 シーソー 1 わんぱく広場  

32 もぐらさがし 1 わんぱく広場  

33 くぐりぬけウォール 1 わんぱく広場  

34 森のキツツキコンビネーション 1 わんぱく広場  

35 砂場 1 わんぱく広場  

36 動物棒 1 わんぱく広場  
 


